
ミミズのロードキルを探る
塚⽥英晴（保全管理）・村上賢（分⼦⽣物）・

髙⽥久美⼦（気候変動）・⼭本誉⼠（空間解析）研 究 の 背 景

ア プ ロ ー チ

期待される結果

募 集 ⽅ 法

⾬上がりの翌⽇、道端でミミズが死んでいるのを⽬にしたこと
はありませんか。地中にいるはずのミミズがなぜ地上に出てきて
野垂れ死にするのでしょうか。このジェネプロ研究では、そんな
素朴な疑問にアプローチしてみようと思います。
⼤⾬のあとに地表でたくさんのミミズの死骸が⾒つかる現象に
ついては、進化論の祖であるチャールズ・ダーウィンも晩年のミ
ミズに関する著作で触れています。ダーウィンは寄⽣⾍のしわざ
を疑いましたが、他にも⾬による⼆酸化炭素上昇の忌避、捕⾷者
であるモグラからの回避などといった説があげられています。
本研究では、これらの説を確かめながら、ミミズが地上に現れ
て死んでしまう理由を⼀緒に探っていきましょう。

１）学内の路上でミミズのロードキル個体を回収します。
外部計測、形態観察を⾏い、村上先⽣と協⼒してミミ
ズのDNAを解析し、どんな種類が多いのかなどを明ら
かにします。

2）ロードキル数の⽇変化を気象や⼟壌条件と照らし合わ
せ、実際に⾬の⽇の翌⽇に多く出てくるのか、他に関
係する気象条件はあるのかなどを検討します。気象
データは、農研機構の気象メッシュデータを活⽤する
とともに、⾼⽥先⽣による学内での気象・⼟壌モニタ
リングデータを活⽤します。ミミズのロードキル数と
気象・⼟壌データとの関係については、⼭本先⽣の協
⼒によりデータ解析をすすめます。

３）⼀部ミミズを飼育して、どんな条件でミミズが地上に
現れて地表に滞在するのかを検討します。

１）路上でミミズが死亡するロードキル現象がなぜ起きるのか、その理由が明らかにな
ることが期待されます。

２）ミミズのロードキル個体は、タヌキやアナグマといった多くの中型⾷⾁⽬動物の重
要な餌となります。これらの動物にとって、どのような気象条件のもとでミミズが
利⽤しやすいのか、その条件が明らかになります。
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